






 

新生児外科の診断対象となる疾患は,極めて多岐にわたっている。小児外科学の進歩はめざ

ましく,必ずしもすべての疾患に対する早期手術が必要なわけではない。しかし,疾患の存

在が可及的早期に知られていることがより望ましいことは今日でも変わりはなく,ここに

出生前診断の一つの意義があるといえる。 


